
基 礎 情 報

事 業 内 容 プラスチック製品の成形・製造
所　在　地 長野県埴科郡坂城町坂城9444
資　本　金 2,000万円
従 業 員数 30名
設　　　立 1962年（昭和37）年
売　上　高 6億1,600万円（2013年3月期）
初　任　給 大卒▶210,000円、短大▶170,000円
 高専▶190,000円、高卒▶150,000円
福 利 厚 生 保険・資格支援
休日・休暇 会社カレンダーによる
最近の雇用状況 22年度 23年度 24年度

採用人数 2 2 0

企 業 の 強 み

・ 医療用プラスチック製品・部品や化粧品用プラス
チック容器などの成形・製造の受託メーカーとして、
プラスチック製品部品の製造はもちろん、材料選定
から金型の製作、組立までトータルにサポートしてい
る。

・ 会社の強みとして、まず国内向けの製品に特化し
財務体質が磐石であること。2つ目に、社内での意
思疎通が容易にできる風通しの良い環境であるこ
と。3つ目に、長野県有数の大規模なクリーンルー
ムを完備していることがある。

・ 徹底的に衛生面等が管理された環境で、高品質な
プラスチック成形を行なうことが可能である。

★ 営業をしてお客様から受注をし、そこから生産計画を立て
て、材料・人材・機械を手配し、ものづくりが始まる。
同社では、ものづくりの全過程に携われることが魅力であ
り、働き甲斐につながっていくのではないかと感じた。 

★ 社長さんから“風通しが良いように心がけている”という
話があり、社員さんからも“社長は現場によく足を運んで
くれる”というお話があったので、 実際に社長さんと社員
さんの距離の近さを感じられた。また、コミュニケーション
や意思疎通は、小さい会社だからこそ大切にしているの
ではないかと感じた。 

★ 将来のビジョンとして医療機器の吸引器メーカーのトップ
になることと話されていた。市場も拡大しているし、“会社
にいる限り、まずやってみる”といったチャレンジ精神を大
切にしているので、認知度を高めトップになっていってほし
いと感じた。

目 指 す 企 業 の 姿

▶経営理念  「昭和樹脂工業株式会社は、プラスチック製造技術を基盤としてお客様と共に未来
への躍進を共有し、地域社会と共存し、社会に貢献し続けていきます」

▶経営戦略 ・ 会社は一層の顧客志向と品質向上を目指し、常に先進的な技術の研究にチャレン
ジし続ける。「どのような仕組みで物を作っていくか」を設計段階から見極めて最善・
最良の方法を常に模索していく。

 ・ また、社員一人ひとりの意識を高められるような人材育成を心掛け、常に前向きの
気構えを持って、組織を伸ばしていく。

▶将来ビジョン ・ 会社全体の製造量の6割を占める医療用吸引機での業界トップを目指していく。
  プラスチック成形の新たなアプローチ方法を顧客に対して提案・実現できる会社にな

りたいと考えている。
 ・ 現在、クリーンルーム環境を活かした受託製造業務を行なっているが、長野県内で

クリーンな環境を必要とする企業への認知度をさらに高めていく。

代表取締役社長

鈴木 雅視

第1製造G

小林 厚

2009（平成21）年4月入社

長野県有数のクリーンルームで、
医療系、化粧品系に特化した製品を開発、製造。

昭和樹脂工業株式会社

働きがい

職場の
雰囲気

将来性

学生から見た魅力

高品質な製品

熱心に話を聞く取材風景

　私が仕事を行う上で大切だと感
じることは、「経験」です。誰にで
も失敗や成功があると思いますが、
最終的にはどちらも自分の力になり
ます。特に失敗は良い経験になる
と思います。そして、その時どうし
てその結果が出たのかを考えること
もとても重要です。何事にもチャレ
ンジして経験を積み重ね、成長して
いって欲しいと思います。

　信州人ならではの気質が大切で
す。自然と一緒に育まれた環境で
育った若い世代の感性は宝物だと
思っています。皆さんにぜひ実践し
て欲しいのは、「無駄かもしれないこ
とも、とにかくやってみる」ことです。
やらずに悔やむより、失敗しても前に
進む気構えを持ちましょう。まず、挑
戦してみることが一番大切ですよ。

0268-82-2417 担当 上原連絡先


